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多電子励起分子は、一電子平均場近似や Born-Oppenheimer近似の妥当性が疑問視されるた
めに、最近になり大いに注目されている[1, 2]。ただしその研究は、困難を極めている。多電
子励起分子を観測するための最も直接的な方法は、光励起に起因する断面積を入射光子エネ
ルギーの関数として測定することである。問題は、どのような断面積に注目するかである。
その答は、『イオン化の寄与が紛れ込む心配のない断面積』である。というのは、イオン化の
大きな寄与が、断面積曲線に現れるはずの共鳴ピークを隠してしまうからである。このよう
なアイデアのもとに我々のグループは、CH4, NH3および H2Oの光励起に起因する中性解離フ
ラグメントのけい光放出断面積曲線を測定し、２電子励起に起因する Balmerけい光放出の振
動子強度が、その近傍の１電子励起状態に起因する振動子強度に匹敵する値を持つことを明
らかにした[1, 2]。ところがこの方法も中性解離フラグメントの相手がイオン種となり得るよ
うな高い入射光子エネルギーでは無力となってしまう。この困難さを克服するために我々が
創案・開発したのが、(γ, 2γ)法である[3]。この手法を窒素分子に適用したので報告する。 

N2の 1光子吸収に起因する 2光子放出の断面積を入射光子エネルギーの関数として測定し
た。ここで放出される光子とは、解離生成した励起 N原子の放出する光子のことである。 

 
N2 + hν    N2** → N* + N*’ 
                         N + hν’ + N + hν’’      
 

過程(1)の角度２重微分断面積 d2σ2/dΩiΩjを入射光子エネルギーの関数として図１に示す。36 
eV, 39 eV, 40-44 eV, および 45 eV付近に１電子励起状態、多電子励起状態に起因する共鳴ピー
クが出現した。極端に強いピークが見当たらないことは、一電子平均場近似の破綻を示して
いる。また 45eV 付近にある中性多電子励起状態は、N2の２重イオン化エネルギーを超えて
いる(図１参照)。 
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図 1, N2の光励起に起因する２光子放出の角度２重微分断面積対入
射光子エネルギーのプロット。短い縦線は過程(1)の解離極限であ
り、長い縦線で N2の２重イオン化エネルギー[4]を示す｡ 


